
　

最
近
暑
い
日
が
毎
日
続
い
て
い
ま

す
。
暑
く
な
る
と
尿
管
結
石
の
患
者
さ

ん
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

腰
が
急
に
痛
く
な
り
、
お
し
っ
こ
に

血
が
混
ざ
っ
た
と
い
う
症
状
が
あ
る
と

尿
管
結
石
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

尿
管
結
石
の
疼
痛
発
作
と
季
節
性
に

は
関
連
が
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
発
汗

に
伴
う
尿
の
濃
縮
と
尿
量
の
減
少
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
夏
場
に
結
石
の
患
者
さ

ん
が
増
え
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
結
石
の
原
因
と
し
て
飲

水
量
、
食
事
、
遺
伝
因
子
、
薬
剤
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
原
因
が
は
っ
き
り
し

な
い
場
合
も
多
い
で
す
。

　

結
石
の
診
断
に
は
画
像
検
査
、
特
に

C
T
検
査
が
有
用
で
す
。
治
療
法
は
5

ミ
リ
以
下
の
結
石
は
自
然
排
石
が
期
待

で
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
排
石
促
進

剤
、
痛
み
止
め
な
ど
の
薬
物
、
飲
水
、

運
動
な
ど
日
常
生
活
指
導
の
み
で
様
子

を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

小
さ
く
て
も
尿
管
が
つ
ま
っ
て
そ
れ

が
原
因
で
熱
が
出
た
場
合
な
ど
は
緊
急

に
ド
レ
ナ
ー
ジ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
排
石
が
期
待
で
き
な
い
大
き

な
結
石
は
体
外
衝
撃
波
結
石
砕
石

術
、
内
視
鏡
を
使
用
す
る
経
尿
道
的

尿
管
砕
石
術
、
腎
結
石
に
対
し
て

経
皮
的
腎
砕
石
術
を
行
い
ま
す
。

　

結
石
の
大
部
分
が
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石

で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
ュ
ウ
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
で
す
。
尿
中
の
カ
ル

シ
ウ
ム
と
シ
ュ
ウ
酸
の
分
子
の
比
は

10
：
１
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
少
し
増

え
て
も
大
き
な
影
響
は
与
え
ま
せ
ん

が
、
シ
ュ
ウ
酸
が
少
し
増
え
る
と
シ
ュ

ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
増
え
て
し
ま
う
た

め
、
シ
ュ
ウ
酸
や
尿
酸
な
ど
が
過
剰
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
結
石
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

結
石
の
予
防
法
▼
①
水
分
を
多
く
摂
る

（
目
標
２
リ
ッ
ト
ル
）②
カ
ル
シ
ウ
ム
を

摂
る
③
ク
エ
ン
酸
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
を
摂
る
④
シ
ュ
ウ
酸
を
含
む

も
の
は
N
G
⑤
脂
肪
分
の
摂
取
は
少
な

め
に
す
る
⑥
寝
る
前
の
食
事
に
注
意
す

る
。
夜
食
べ
た
も
の
が
尿
中
に
排
泄
さ

れ
て
尿
中
の
濃
度
が
高
く
な
り
、
結
石

が
出
来
る
好
条
件
に
な
り
ま
す
。
寝
る

直
前
の
食
事
も
同
じ
意
味
で
厳
禁
。「
結

石
は
夜
作
ら
れ
る
」

★
寝
る
前
の
食
事
は
最
低
４
時
間
あ
け

ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
て
す
ぐ
に
寝
る
と
ウ
シ
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
イ
シ
に
な
り
ま
す
！
健
全

な
食
生
活
・
生
活
習
慣
を
心
が
け
て
、

尿
路
結
石
の
で
き
に

く
い
快
適
な
生
活
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食べてすぐ寝るとイシになる？ 福井勝山総合病院
泌尿器科部長　楠川直也

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

神
明
神
社
社
務
所（
旧
成
器
堂
講
堂
）

神
明
神
社
社
務
所
は
、
旧
勝
山
藩
成
器
堂

の
講
堂
の
遺
構
と
し
て
、
市
の
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
講
堂
が
神
明
社
に
落

ち
着
く
ま
で
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
く
。
概

略
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
、

成
器
堂
は
そ
の
ま
ま
成
器
小
学
校
に
引
き
継

が
れ
た
。
明
治
41
年（
1
9
0
8
）５
月
に
男

子
校
と
女
子
校
と
に
分
離
す
る
こ
と
に
な
り

旧
校
舎
は
女
子
校
に
充
て
ら
れ
た
。
翌
年
９

月
、
女
子
校
校
内
に
簡
易
図
書
館
を
創
設
す

る
こ
と
に
な
り
旧
成
器
堂
の
講
堂
が
充
て
ら

れ
た
。
翌
43
年
２
月
14
日
、
雪
で
校
舎
が
損

壊
し
こ
れ
が
契
機
と
な
り
恐
ら
く
講
堂
は
神

明
社
に
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
２
通
の
領
収
書
が
残

さ
れ
て
い
る
。
１
通
は
「
旧
講
堂
神
明
社

内
再
築
ニ
付
出

廂
幕
屋
根
請
負

金
四
拾
円
…
」と

あ
り
、
立
石
の

原
五
市
が
請
け

負
っ
た
。
も
う

１
通
は「
石
場
建

前
」
と
あ
り
1
3
0
円
を
下
元
禄
の
太
田

市
郎
が
請
け
負
っ
た
。
日
付
は
い
ず
れ
も

明
治
44
年
８
月
12
日
で
、
宛
名
は
勝
山
町

長
斎
藤
治
兵
衛
と
あ
る
。
44
年
に
講
堂
が

現
在
地
に
再
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
次
の
写
真
を
見
て
頂
き
た
い
。
写

真
１
は
第
１
回
成
器
女
子
校
の
卒
業
式
に

際
し
て
の
教
員
一
同
の
写
真
で
、
明
治
42

年
３
月
に
撮
ら
れ
た
。
写
真
２
は
43
年
第

２
回
卒
業
式
の
も
の
で
、
校
舎
倒
壊
の
た

め
勝
山
町
簡
易（
図
書
館
）の
前
で
撮
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
写
真
３
が
現
在
の
社

務
所
の
写
真
で
あ
る
。
写
真
１
・
２
の
教

員
の
背
景
に
出
廂
が
写
り
成
器
堂
の
扁
額

が
見
え
る
。
こ
の
額
は
ど
こ
に
存
在
す
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
写
真
２
の
前
列
左
か
ら
４
人
目

は
谷
澤
た
ま
先
生
で
あ
る
。

神
明
神
社社
社
務
社

所（
旧
成
器
堂
講
堂
）

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 45

写真1　第1回卒業式

写真2　第2回卒業式

写真３　現在の社務所
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お届けします

　

市
内
で
活
動
す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム″
勝
山
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
〞。

８
月
7
日
〜
10
日
に
滋
賀
県
で
開

催
さ
れ
た
第
35
回
全
日
本
小
学
生

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

（
取
材
は
全
国
大
会
出
場
前
で
す
）

　
「
今
年
の
チ
ー
ム
は
守
備
が
堅

く
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
良
い
チ
ー

ム
で
す
」
と
話
す
キ
ャ
プ
テ
ン
の
横

山
さ
ん
。
守
備
の
要
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

と
し
て
積
極
的
に
声
を
出
し
、
副

キ
ャ
プ
テ
ン
と
協
力
し
な
が
ら

チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
全
国
大
会
初

出
場
を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。

　

週
3
回
の
練
習
で
は
、
技
術

は
も
ち
ろ
ん
、
仲
間
と
の
声
か

け
を
大
事
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
強
化
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
仲
間
と
積
極
的
に
声
を
か

け
あ
い
、
1
勝
ず
つ
勝
ち
進
み

た
い
で
す
」
と
横
山
さ
ん
は
、

力
強
い
言
葉
で
全
国
大
会
へ
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う

選
手
た
ち
に
注
目
で
す
。

〝
チ
ー
ム
一
丸
で
挑
む
全
国
大
会
〞

キャプテンの横
よこやま
山 鉄

てっしん
芯さん（中央）と副キャ

プテンの中
なかむら
村 莉

り こ
子さん（右）・織

おりた
田 昊

そら
さん

（左）　（全員6年生）

全国大会に挑む選手たち（福井県大会で準優勝）

令
和
４
年
度

勝
高
の
学
び
が
進
化
し
ま
す
！

　

予
測
困
難
な
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を

備
え
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
め
ざ
す

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
む
け
て
、
勝

山
高
校
で
の
学
習
の
有
り
様
が
進
化
し

ま
す
。

　

主
体
的
な
学
び
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
動
画
教
材

活
用
に
よ
る
個
別
最
適
な
学
び
を
展
開

す
る
上
に
、
探
究
活
動
の
時
間
を
多
く
設

け
る
探
究
特
進
科
（
仮
称
）
を
新
設
し
ま

す
。
７
月
７
日
に
開
催
し
た
新
学
科
説
明

会
に
は
約
１
３
０
人
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
期
待
の
大
き
さ
を
窺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
夏
も

勝
高
生
が
全
国
で
活
躍
し
ま
す
！

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

（
8
月
8
日
〜
13
日
）

出
場
種
目
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
南
茂
斗

羽
・
竹
澤
陽
生
）、
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
田

邊
裕
美
・
五
十
嵐
友
実
子
）、
女
子
シ

ン
グ
ル
ス　

五
十
嵐
友
実
子

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

郷
土
芸
能
部
門（
8
月
3
日
〜
５
日
）

出
場
団
体
▼
日
本
文
化
部
（
上
杉
梨
緒
・

笠
川
彩
華
・
久
保
晴
・
熊
野
ほ
ま
れ
・

酒
井
千
香
・
西
川
千
晶
・
原
田
優
梨
菜
・

堀
和
佳
奈
・
吉
田
優
羽
・
斎
藤
ひ
ま
り
・

佐
藤
光
・
永
井
美
鈴
・
中
出
結
心
・
田

中
優
花
・
古
川
心
温
・
石
畝
希
優
・
梅

原
陽
愛
・
笠
松
栄
介
）

全
国
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園

（
8
月
28
日
決
勝
大
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
））

出
場
者
▼
内
田
凱
翔
・
吉
田
慎
之
介

勝
高
祭「
活
発
笑
美
戦（
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
）

〜
活
気
で
コ
ロ
ナ
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
〜
」

体
育
祭
▼
9
月
1
日
㈬
・
勝
山
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド（
予
備
日
は
４
日
）

文
化
祭
▼
9
月
2
日
㈭
・
ジ
オ
ア
リ
ー

ナ
・
３
日
㈮
・
勝
山
高
校

勝高ＨＰ

新学科説明会の様子
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